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インド中央銀行は 10 月の会合で公定歩合を据え置く一方、政策スタン

スを中立から「調整した引き締め」に変更し、これまでの引き締め政策の影

響を引き続き評価する一方、制度上重要な貸し手のデフォルトによる悪

影響を抑え込もうと努めています。 MPC の決定は、成長を支援する一

方で、4 (+/-2) パーセントの中期インフレターゲットを達成するという目的

と一貫したものです。 2019 年度下半期のインフレ率の見通しは、4.8 パー

セントから3.9~4.5 パーセントへと引き下げられました。 ヘッドラインインフ

レ率はここ数か月で緩和したものの、コアインフレ率は依然6 パーセント程

度の高い数字を維持しています。 RBI は、2020 年度第 1 四半期には

消費者価格の上昇率は加速して4.8 パーセントになると予想しています。  

(出典: Bloomberg, RBI) 

 

米国政府データにより、アナリストの予想の 2倍を超える速度で国内原油

備蓄高が増大したことが明らかになったことから、原油価格は過去 2 か月

で最大の下げ幅を記録しました。 備蓄供給は 4 週間連続で増大してお

り、2017 年初頭以降最長の利益創出期間となっています。 また、最近イ

ンドのデリーで開催されたエネルギー国際フォーラムにおいて、サウジアラビア

のエネルギー相は、OPEC の最大産油国である同王国が翌月に石油生産

量を増大させることにより、引き続き原油市場の安定に責任を持つことを

市場に確約しました。 イラン、ベネズエラやナイジェリアの損失により原油供

給高は日産90 万バレル減少したものの、その他のOPEC 諸国とロシアが

日産 142 万バレルの増産を行うことで、生産量は引き上げられました。サ

ウジアラビアとロシアを合わせた原油供給高は日産100 万バレル近く増大

した一方、イラクとアラブ首長国連邦が残りの生産増に寄与しました。  

(出典: Bloomberg) 

 

RBI が今月には 49 億ドルの債権購入に踏み切るとの市場の期待を受

けて、ソブリン債の利回りが回復しています。 ブレント原油価格の引き戻し

と、インド政府のルピー買い支え政策によりインド債券市場には安心感が戻

りつつありますが、原油価格は引き続きリスクを呈しています。  

(出典:Bloomberg) 

 
 

消費者物価のインフレは 9 月に前年比で 3.77 パーセント増大したものの、

市場予想の 4パーセントを下回りました。 これは、中央銀行の予想に沿っ

て8 月の食料品のインフレ率が、0.2 パーセント増の1.1%というわずかな

増加であったことが一部起因しています。コアインフレ率は、前年における政

府職員向け賃貸住宅手当の増大など好ましいベース効果が奏功して、8

月には5.5 パーセントから5.3 パーセントに緩和されました。7 月に始まった

コアインフレ率の下落は、トラック輸送部門における効率性向上によりもた

らされた運送費の下落にも助けられ、国内の燃料価格の上昇効果を相殺

しました。 (出典:BloombergQuint) 

 
 

インドは、米国による 2000 億米ドルの中国の輸入品に対する関税

再引き上げを受けて、新たに見い出だされたコスト面での競争力によ

る輸出増加を狙っています。 貿易相は、特に化学製品、医薬品およ

び電気部品といった、インドが競争上比較的優位に立てる可能性のあ

る品目一覧を作成するよう、複数の輸出委員会に諮問しています。 

インドは第2 四半期に2.4 パーセントを記録した経常赤字(CAD)とル

ピー安の背景の中、輸出の増大と不要不急の輸入の削減に注目して

います。 (出典: www.livemint.com) 

 

 
 

 

 

この報告書は、株式 単元のオファーを構成するものではなく、勧告または意見書または広告でもありません。これは何らかの証券の利率 や

価格の起こり得る将来の動きに関する何らかの予測や表示の性質を持つものではありません。上記の報告書の内容は、特定の目的、経済 状態 

、そしてこの報告書を受け取る特定の人の特定のニーズを顧みず、情報提供のみを目的としています。 何らかの証券や有価証券への 投資と

本文書に言及されている投資戦略の妥当性に関しては、助言を求めるべきであります。当社がお客様の投資問題を解決するうえでお役に立て

る方法について詳しくお知りになりたい場合には UTI 資担当者にお問いわせ頂くか、 www.utifunds.com をご覧ください。 
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